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I.研 究 の 目 的

特別養護老人ホーム (以下「特養」とする)

で生活をする高齢者のエンパワメント支援のポ

イントとして 1)特養入居の受け入れ支援,2)

役割づ くり3)家族とのほどよい距離感, 4)

居場所づくり, 5)視聴覚機能を補うことが重

要であることが明らかとなった (伊藤,2007)。

高齢者にとって大切なのは,残された能力に焦

点を当てて社会的なつなが りを積極的に作 り出

すことである (松岡,2002)が ,施設入居後の

社会関連性は施設ケアの内容に大 きく影響され

てお り,ケ アスタッフの意識・行動が重要であ

る。この研究は,2006年の調査データにケアス

タッフ (ケ アワーカー,看護師)の意識・行動
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に関する調査結果を加え,再度,障害を持ちな

がら特養生活を送っていても,社会との関係を

もち続けることを可能にする要因を分析 し,特

養生活を送る高齢者のエンパワメントの可能性

を広げるケアについて検討することを目的とし

た。

Ⅱ.調査の対象 と方法

調査対象は2006年 と同様 (伊藤,2007)の 予

定であったが, 2名 の死亡のため,その2名 を

除く9名 とした。 (表 1)

2007年 は,2006年調査対象となった高齢者の

担当ケアスタッフ (ケ アワーカー,看護師)に

対して,当該高齢者との出会い,日 頃の関わり,

当該高齢者のケアにあたる際意識しているこ

と, 自分と当該高齢者との相互変化,当該高齢

者のこれからの生活とケアスタッフの役割につ

いて半構成的面接を行った。面接内容は全て録

音し,逐語録にまとめ,エ ンパワメントに関連

があると思われるケアスタッフの意識・行動を

特別養護老人ホームで生活する高齢者の
工.ンパワメント支援に関する検討 (第2報 )

～ケアスタッフの意識・行動分析～

概

2007年本紀要第 1巻にて標記の第 1報を報告した (伊藤,2007)。 2008年 は,特

養で生活する高齢者のエンパワメントには,ケアスタッフの意識・行動が大きく

関わつていると考え,前年度調査対象とした高齢者を担当するケアスタッフにケ

ア意識に関する半構成的面接を行い,こ の2年間の調査結果を合わせて再度検討

を行った。その結果, 1)特養入居受け入れ支援 2)生活の継続性を重視する意

志の尊重3)視聴覚機能を補うケア4)家族とのほどよい距離感を感じるケア5)

馴染みの人との関係維持と新たな人間関係づくり支援 6)日 常生活の中での役割

づくり7)落ち着く居場所づくり8)看護職による疾病の管理の8点が明らかと

なった。

キーワード:特別養護老人ホーム,高齢者,エ ンパワメント

社会関連性,ケ アスタッフ
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表 1 対象の概要

望・金築 真志

性別 年齢 入居年月

ケアスタッフ(調査対象者)の概要

入居時の家族構成
功 詈 ラ朝 r~~考 護 師

~‐

年代  性  年代  性

女  84 H13・ 5 夫婦2人暮らし 20代  男  50代  女

男  94  H12.4 夫婦2人暮らし  30代

女  87 H12.7 娘夫婦と同居 20イ式

チ(   87 側18.2  息子夫婦と同居 20イ代

ラ〕   78 H13.7  夫婦2人暮らし 30イt

チ(   87 H18,1  娘夫婦と同居 20+ヽ

ラ3   84 H16.7 独居

女  69 H16.6 息子と2人暮らし 30+ヽ 50イ式

女   85  H13,4 娘と同居 304埓 女 50イ式 女

翻
配

50イt

50イ式

女404篭

女50イ式

女50+ミ

表現 している内容を研究者 2名 にて抽出し,共

通する意味内容をサブカテゴリとしてまとめ,

さらに抽象度を上げてカテゴリ化を行った。

Ⅲ.分 析 方 法

第 1報の結果 (伊藤,2007)を ,2007年 に実

施したケアスタッフヘの半構成的面接結果 (表

2-①～③)と合わせ,第 1報で整理した高齢

者エンパワメント支援の5つのポイントを念頭

に,再度特養で生活を送る高齢者のエンパワメ

ント支援について研究者 6名で検討した。

Ⅳ.倫 理 的 配 慮

2007年調査を実施するにあたり,本学の研究

倫理審査委員会の承認を得た。

協力施設である特養 2施設の施設長に対し,

研究を実施したい旨の説明と,研究対象者の選

定について書面にて同意を得た。ケアスタッフ

ヘの半構成的面接について,本人に研究の趣旨

を説明し,書面にて同意を得た。個人名は2006

年調査結果と今回の担当ケアスタッフのデータ

が揃った時点で記号化し,個人の特定ができな

いように配慮した。

V.結果及び考察

以下抽出したケアスタッフ意識要素カテゴリ

を 口・ サブカテゴリを『』,データを「」で示

した。また,昨年のデータを 〔〕で示した。

1.事例別のエンパワメント支援のポイント

1)事例 1について

本事例は,生活の主体性領域と生活の安心感

領域得点が入居前後で変化がなかった事例であ

る。生活の主体性領域得点が維持できているの

は施設入居を本人が決定していること,生活の

安心感領域得点が維持できているのは,家族と

の頻回の面会や外泊時の近所の人たちの会話が

あることだったが,【 自分のやることをコント

ロールしてもらう】〔生活意欲をもってもらう】

【本人の意志を大切にする】【生活のメリハリが

重要である】ことも,生活の主体性を支える要

素として考えられた。生活の安心感領域得点が

維持できているのは,「毎日顔を見ることは必

ず (看護師)みんなで言っています。」から 【早

く変化に気づく】体制をつくっているためと思

われた。また,ス タッフの「終末をいっしよに

過ごしたい。」という発言は 【今の生活の継続】

の先に終末期があるという意識からきており、

それが生活の安心感に繋がっていると考えられ

た。

2)事例2について
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表2-① ケアスタッフの意識・行動要素 (事例 1)

生活の

主体性

特別養護老人ホームで生活する高齢者のエンパワメント支援に関する検討 (第 2報)～ケアスタッフの意識。行動分析～

カテゴリー サブカテゴリ

自分のやることをコントロールしてもらう 身体の負担にならないように自分の力を自覚してもらう

生活意欲をもつてもらう 生活意欲をもつてもらう

本人の意志を大切にする

押しつけない介助をしたい

食べることが一番楽しみだから食事制限を細かく言わない

遠くから見守りたい

生活のメリハリのため、自宅への外出ができたらよい

外出支援
日常的な自宅への外出をさせてあげたい

楽しみなご主人とのお茶会のために外出をかなえる

声か 1す

声のかけやすい場所に居ることをずつとやつていきたい

リビングでの声がけ

今ある活動への誘い 活動への誘い方を考える

やることをつくってあげたい

安らかな生活のために筋力の維持が出来た
らよヤヽ 安らかな生活のために筋力の維持が出来たらよい

生汚の

安心感 変化に早く気づく 毎 日顔を見るようにしている

今の生活の継続
終末を一緒に過ごしたい

今の生活を続てもらいたい

表 2‐② ケアスタッフの意識・行動要素 (事例 2)

カテゴリ サブカテゴリ

本人の思いを尊重する こっちの思いを押しつけない

鮮呻一腑わ脚
〈去
柿郷

社

生活の

主体性

身近な
社会参加

話を受け止める姿勢をもつ

歩みを受け止める

話を受け止めて教えてもらうという姿勢

戦争の話を聞かせてもらう

思いを叶えてあげる 思いを叶えてあげる

今を維持するための会話をする 物忘れを少なくするために、いつもと違う会話をする

他者との関わり 話し相手が必要 話し相手が必要

同じ地区の人との接点をつくる

同じ地区の人に会いに行くことを進める

同じ地区の人と昔話を促す

同じ地区の人≧接する機会を提供

後先のことを聞き出す

亡くなった後のことの相談にのる 亡くなつた後のことを応えられるようにする

本人の心配を家族にもわかつていただく
生活の

安心感
訴えに対する丁寧な姑応

身体に無理のないようにする

痛みの訴えにきちんと対応する

身体に無理のないようにしてあげる

穏やかな生活のお手伝い

内月及をしてもらう

本事例は生活の主体性領域と社会への関心領

域得点が入居前後で変化がなく,施設入居後 ,

当分は落ち着かず新 しい環境に馴染めなかった

が,居室に机 と電気スタンドを置 くことで自分

の居場所ができると落ち着きがみられたことか

ら家庭での生活を重視 し,家庭生活を継続でき

る工夫の重要性が示唆された事例である。居室

に机と電気スタンドをケアスタッフが準備する

行動に至った背景にはスタッフの 【本人の思い

を尊重する】【話を受け止める姿勢をもつ】【思

いを叶えてあげる】〔今を維持するための会話

をする】という意識があったから実現したと考

内月長をしてもらう
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生活の

主体性

伊藤 智子・加藤 真紀・梶谷みゆき 。常松さゆり・諸井 望・金築 真志

カテゴリ サブカテゴリ

自信をもつていただく

自信をもてることをお願いする

自信をつけるために自分の力を使う

むやみに手を貸さない

動くことをする

生活にメリハジをつける
生活の流れをつくるために仕事をお願いする

生活にメリハジをつける

希望を叶える
希望を叶えて生活に楽しみをみつける

楽しみにしていることを叶える

コミュニケーションをしっかりとる
一緒にお話をして、したいことを聞く

本人の本音を聞く

表2‐③ ケアスタッフの意識・行動要素 (事例3)

現状維持

日常生活をよく見る

他の利用者さんとの関係をつくる

合つたようにしてあげる

声かけ

日常生活をよく見る

一人で居られないように人の輪の中で

自分から話をしない方なので、他の利用者さんとの関係づくりをする

スタンフとの距離を縮める

家族との関わりを大切にする

ゆっくり話す時間をつくる

身近な

社会参加
役割をもつていただく

えられた。社会への関心領域はスタッフの意識

的な働きかけがない中でも維持できていた。こ

れは,読書などの日課があり,利用者なりの確

立された生活があるためと考えられた。

3)事例 3について

本事例は,生活の主体性領域,社会への関心

領域,他者との関わり領域,身近な社会参加領

域の 4領域とも入居前後で変化がなく,できる

だけ自分のことは自分でできるようになりたい

という思いが主体性を維持することに繋がって

いると考えられた事例である。【自信をもって

いただく】【生活にメリハリをつける】【希望を

叶える】【コミュニケーションをしっかりとる】

【現状維持】【日常生活をよく見る】は,その思

いを支えていると考えられた。【ゆっくり話す

時間をつくる】〔他の利用者さんとの関係をつ

くる】〔スタッウとの距離を縮める】【家族との

関わりを大切にする】から,ス タッフが本人と

の関係づくりを強く意識し,その効果が出てい

心遣いの一言を大切に

距離を縮めるために一緒に外出する

日々一緒にいるから話しやすい

家族に会いたい気持をくみ取る

家族の面会時に仲をもつてあげたい

本音で話すゆとりのある時間をつくる

そばでお話しを聞く

仕事をしたい気持に応える

必要とされている感じをもつてもらうために仕事を頼む

ると考えられた。身近な社会参加領域について

は,【役割をもっていただく】が↓由出され,実

際におしばり・落とし紙たたみを自分の役割と

考えていた。自分の役割を探している人のため,

本人の関心事に照らし合わせた役割づくりを考

える必要がある。

4)事例 4について

本事例は,生活の主体性・他者との関わり・

生活の安心感領域に入居前後で変化がなかった

が,社会への関心領域の得点が 0点であり,そ
の要因は視力低下と考えられた事例である。ま

た,家族の介護力が不十分なためとは言え,本

人の納得により施設入居をしたことが,主体性

の維持に繋がっていると考えられた事例である

が,本人を「自分でできることは自分でやりた

い人」と認識し,【本人の意志を尊重したい】【生

活のメリハリを作ってあげたい】【本人に無理

のないケア】【現状維持のためのコミュニケー

ション】を意識していることで,その主体性維
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表2‐④ ケアスタソフの意識・行動要素 (事例4)

特別養護老人ホームで生活する高齢者のエンパワメント支援に関する検討 (第 2報)～ケアスタッフの意識・行動分析～

カテゴリ サブカテゴリ

本人の意志を尊重したい やりたいことをしてもらう

生活のメリハリを作つてあげたい 生活のメリハリを作つてあげたい

人に無理のないケア
無理をされないようにする

時には過allなケアをする

現状維持のためのコミュニケーション  奮そP話
をする

~´ ‐  ` ´ ~    
励ましの声かけ

前に回つて話す 前に回つて話す

社会への関心 外出させてあげたい 外出させてあげたい

職員とのよヤ`関係を作る
ハッキリ言う

好みの職員が偏らないよう1こケアの統一を図る

生活の

主体性

他者との

関わり

身近な
社会参加

役割を作る

自分の存在感を感じるケア

看護師の役割を果たす

落ち込みのフォロー

持の支えとなっていると考えられた。身近な社

会参加領域では,施設入居後の得点が下がって

いるが,【役割を創る1が↓由出され,『一緒に外

で草抜きをする』「仕事にバリエーシヨンをつ

くっていかんといけん」など,役割を創る関わ

りをケアスタッフが意識していることがわかっ

た。本人と共に社会参加しながら本人らしさを

尊重した役害Jづ くりを考えることが重要であ

る。生活の安心感領域得点は維持できているこ

とから 【落ち込みのフォロー】という『精神面

でのカバー』や『医者の指示を仰ぐ』『重度化

した時のカンファレンス』という 【看護師の役

割を果たす】ことは心の安定をはかる上でも重

要である。そして「身体の具合が悪いときは大

事にさせてもらう」気持ちが伝わることが 【自

分の存在感を感じるケア】となり,家族との面

会同様,生活の安心感を支えていると考えられ

た。

5)事例5について

本事例は,生活の主体性 。他者との関わり。

生活の安心感領域で施設入居前後の変化はな

く,本人のやりたいこととして日記を書くこと

や習字,ハモニカがあり,そのような本人の意

一緒に草抜きをする

仕事のバリエーションを作る

大事にしている気持が伝わるよう1こする

医師の指示を仰ぐ

ナースは重度の人を先に見る

重度化したときのカンファレンス

しっかり見てあげたい

精神面でのカバー

落ち込んだときのカバー

良い状態で生活して欲しい

識も主体性の維持に関係があると考えられた事

例である。また,【今を維持してあげたい】【本

人の納得を大事にする】【以前の生活を大事に

する】【満足感をもってもらう】【一人の人とし

て尊重する】は,そのやりたいことを現実にで

きるような支援であり,主体性の維持と関係が

深いと考えられた。また,「家との関係は本人

と切り離せない」ことから 【外泊・外出支援〕

が 〔家族の過 1回 の面会〕時にも意識されて

いると考えられた。身近な社会参加領域では,

〔パーキンソン病のため言葉がうまく出ないこ

とがあり,他の利用者と会話が難しい〕ことか

ら,悪化を防止するための疾病管理,他の利用

者とのコミュニケーシヨンの仲介役としての意

識が必要と考えられた。〔病状の変化に早く気

づぃてあげたい】はパーキンソン病の悪化予防

の為にも重要である。身近な社会参加領域に関

することでは,【活動のきっかけをつくる】【得

意なことに関するアドバイス】【役割をもって

いただく】【畑作業を仕事にする】が抽出された。

しかし,ス タッフの意識的なケアと本人の社会

参加意識には関係性がみられなかった。社会参

加意識を高めるためには, 自主的に自分で畑作
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表 2ぃ⑤ ケアスタッフの意識・行動要素 (事例 5)

伊藤 智子・加藤 真紀・梶谷みゆき・常松さゆり。諸井 望・金築 真志

カテゴリ サブカテゴリ

今を維持してあげたい
今を維持してあげたい

病気の会参加を維持してあげたい

本人の納得を大事にする

決てはEさんがするので、常に問いかける

同意を得てから次の行動をすることが基本

理由を伝え同意を得る

生活の

主体性

他者との

関わり

の生活を大切にする

満足感をもつてもらう

一人の人としての尊重

外出・外泊支援

一人でやりたいこともあると思うから前使つていた机を持って来ていただく

されることを大切にする

言われることに沿う

楽しいことをつくる

喜びを感じることをする

当たり前のことを伝えることを心がける

家との関係持つための定期的な奥さんとの外出

おうちに帰られたらよい

家に帰つて奥さんと2人の時間を過ごしてもらう

共通の話題をもつ

社会への関心 情報提供

日記の話題を一緒にもつ

地域の一員としての自覚を持つために情報を伝える

皆さんが集まる場であいさつをしてもらう役割を持っていただく

身近な
社会参加

業をしたいという本人の気持ちをくみ取り,思
いのままに作業をしてもらうことが必要と考え

られた。また,その際は時間を決める等無理の

ないような配慮を行い,本人に納得してもらう

ことが重要と考えられた。また,〔外1白 を3月

に1回〕しており,帰ったときの散歩,草取り

が生活の安心感につながっていると考えられ

た。

6)事例 6について

本事例は,生活の主体性・他者との関わり ,

生活の安心感領域で施設入居前後の変化はな

く,〔特養入居前に当施設の短期入所サービス

を利用しており,本人がここならと思い,入居

された〕ことが生活の主体性の維持に繋がって

いると考えられた事例である。また,特養に入

居してから家族との距離が出来,お互いの良い

点を見て話が出来るようになり,家族とのほど

頼りになる職員と一緒に畑仕事をすることを習慣にする

仕事の感覚をもつために畑で作つたものを売るとよい

仕事のきっかけづくりをしたい

クラブ活動に誘う

パーキンノン病特有の変化に早く気づいてあげたい

よい距離感が重要と考えられた事例である。〔入

居までの家での生活を大事にする】【できるだ

け長く出来ることを維持してもらいたい】【本

人の希望や思いを大切にする】【気持ちよく生

活していただくための健康管理】【生活の潤い

を大切にする】は,生活の主体性に繋がってい

ると考えられた。また,「夜間のトイレ介助が

大変で最近は家につれて帰られない」ため,『家

族との関係の橋渡し役になる』『家族との関わ

りを良好に保ってあげたい』という意識が 【家

族とのほどよい距離感をつくること】に役立っ

ていると考えられた。『主治医への信頼感』が

強く,体調が悪いときは,家族やスタッフの受

診の付き添いを受けながら主治医と話をするこ

と, また家族と話をすることなどが生活の中の

楽しみになっていることから,外出時の話題等

を工夫し,社会への関心がもてるようにするこ

畑作業を仕事にする

活動のきっかけをつくる

病状の変化に早く気づいて
あげたい
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カテゴリ サブカテゴリ

できるだけ長くできる事を維持してもら
いたい

自分でできることはやつてもらいながら、自分の力を維持してもらいたい

入所までの家での生活を大事にする 家での生活を苑でも維持できるような関わり

本人の希望や思いを大事にする

Fさんの希望・思いに気づくことが大事だと思う

やりたいこと希望等をかなえてあげたい

言葉にされない思いに気づくことが大事だと思う

気持ちよく生活していただくための健康管理

毎 日の声がけ・健康観察

主治医への信頼感

生
活
の
主
林
性

気持ちよく生活していただくための健
康管理

表2-⑥ ケアスタッフの意識・行動要素 (事例6)

他
者
と

の
関
わ
り

生活の潤いを大切にする

家族との良好な関係をつなげていき
たい

馴染みの人間関係を形成する。維持
する関わり

生活の支援者として信頼をしてもえら
る努力をする

生活に潤いを持ってもらいたい

家庭への外泊への支援・

Fさんと家族との関係を維持するための橋渡し役になる

家族との関わりを良好に保つてあげたい

Fさんの希望・思いを家族に伝えることも役害!だと思う

家族との外出の支援

馴染みの人間関係を保つてあげたい

スタッフのケアヘの要望を仲介すること

馴染みのある話題・得意な話題でコミュニケーションをとる

苑で楽しく生活して貰うためのスタッフの接し方・姿勢を配慮する

生
活
の
安
心
感

体の痛みを最小限にするための支援 体の痛みを最小限にするよう1こ意識した関わり

緊急時の支援
体調を崩したときに看護すること

体調を崩したときの医師への連絡調整

とが必要と考えられた。生活の安心感領域の得

点が施設入居前後で変化がないことから,それ

に関連する 【身体の痛みを最小限にする支援】

【生活支援者として信頼してもらう努力をする】

【緊急時の支援】は重要であると考えられた。

7)事例7について

本事例は生活の主体性・社会への関心・他者

とのつながり。生活の安心感領域で施設入居前

後の変化はなく,聴力障害があり,本,新聞,

テレビ,園芸,盆栽,薄茶をたてることなど,

一人でできることを趣味としており,趣味を生

かすことで生活の主体性が維持できていると考

えられた事例である。【自分で継続できる事を

継続し,生活レベルを維持してもらいたい】【気

持ちよく生活していただくための健康管理】(本

人の意志を大切にする】力S,その行動を支えて

いると考えられた。聴覚障害があるため,ケ ア

スタンフには「情報がそれでしか入らないから」

【視覚を大切にしてほしい1と いう意識があっ

た。生活の安心感領域に関しては,【剛I染みの

人間関係形成支援】を受けながらグループの中

で過ごしており,話はできなくても,そのメン

バーの中にいることで安心と感じていると考え

られた。【基礎疾患に対するフォローと指導】は,

そのような過ごし方ができる体調管理のために

重要と思われる。身近な社会参加領域には特養

入居前に比べて得点が低くなっていた。これは,

特養生活の中で 〔役割がない〕ことが要因と考

えられた。本人の趣味に沿った役割づくりが必

要である。また,ス タッフも 【苑での活動に参

加して欲しい】という意識はあるが,耳 を頼っ

た余暇活動が多いために,本人には参加しにく

いことが要因と考えられた。難聴のある利用者

へは,ケ アスタッフ等が参加を勧める意識が必

要だが,周 りの人への配慮が難しいため,十分

にできていないと考えられた。盆栽,園芸が好

きということから,その点に結びつく社会参加

の場づくりの意識が必要である。

8)事例 8について

本事例は生活の主体性・他者との関わり,身
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カテゴリ サブカテゴリ

生
活

の
主
体
性

他
者
と

の

関
わ
り

社
会

へ
の
関
心

身
近
な
社
会
参
加

自分でできる事を継続
し、生活レベルを維持し
てもらいたい

気持ちよく生活していた
だくための健康管理

自分でできること|ま 自分でやつてもらいながら生活レベルを維持してもらいたい

毎日の巡視≧日常の健康観察

日常の声かけ

心の生
感安活

近な社会参加・生活の安心感の4領域について

特養入居前後で変化がなかった。〔表情の変化

を読み取ることが大切】【身体の状態維持のた

めの関わり】【できることを大切にする】は主

体性の維持に関係していると考えられた。また,

〔当施設入居前も他の施設で生活をしており,

娘の家の近くに当施設が出来たため,本人が希

望して入居している〕ことも主体性の維持に関

係していると考えられた。社会への関心領域で

は入居前に比べて得点が上がっていた。その理

由は当施設に入居後,習い事をして,趣味が広

がったこと,ま た,規則がない当施設において

自分の気持ちを優先して行動出来てることが影

響していると考えられた。【苑での人間関係を

良好に維持するための支援】【家族との関わり

を大切にする】が抽出された。本人には軽度の

知的障害があり,ケアスタッフや他の利用者と

コミュニケーションが時々困難であり,本人と

他者の関わりには課題があると考えられた。身

近な社会参加領域の得点は入居前と比べて変化

はなかったが,ケアスタッフの意識に関する要

素は特に抽出されなかった。これは,施設内で

〔朝夕のおしぼり配りを自分の役割〕とし,〔苑

内での行事に参加をしている〕ことで社会参加

ができており,ス タッフが積極的に意識しなく

てもできているからと考えられた。生活の安心

感領域に関する要素は 【職員との関係形成を支

本人の意思を大切にする 本人の意思を大切にする

翻‖染みの人間関係形成
の支援

気の合う仲間作りのためのグループ作り

外出の支援 外出の支援

苑での活動に参加して
欲しい 職員とレクに参加してほしい

視覚を大切にしてほしい 視覚を大切にしてほしい

基礎疾患に対するフォ
ローとキ旨導

基礎疾患に対するフォローと指導

援する】が抽出された。〔家族の面会も週2回〕

行われており,面会時は本人の話を聞いたり,

家族や親戚など本人にとって身近な人の様子を

話すことを今後も継続することが重要と考えら

れた。

9)事例 9について

本事例は,特養入居前後で生活の主体性・他

者との関わり。生活の安心感の3つの領域の得

点に変化がなく,〔 自分のことは自分でしたい〕

という気持が主体性の維持に繋がっていると思

われた事例である。(本人の意志を尊重する関

わり】という基本的な人権尊重の態度と,【他

者との関わりの中でリハビリに参加し,維持し

て欲しい】というADL支援が 〔自分のことは

自分でしたい〕という気持ちを支えていると思

われた。家族が遠方にいるため,「家族に手紙

を書くことを勧める」ことも 〔家族との関係を

維持するための支援】として重要と考えられた。

生活の安心感に関する要素は 【失禁に対して傷

つけない関わり。言い方を配慮する】【身体の

痛みを緩和する】が抽出され,領域得点が維持

できていることから有効と考えられた。本人は

面接の中で 〔施設の中での役割がない〕と答え

ている。本人の意志にマッチした役割づくりが

今後必要である。また,地域で行われているミ

ニデイサービス参加を希望したが受け入れが困

難であった。地域活動への参加を進めるには,
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表2-③ ケアスタッフの意識・行動要素 (事例8)

特別養護老人ホームで生活する高齢者のエンパワメント支援に関する検討 (第 2報)～ケアスタッフの意識・行動分析～

カテゴリ サブカテゴリ

表情の変化を読み取ることが大切 表情の変化を読み取ることが大切
主生

体活

性 の

安 生
心活

感 の

関

わ

り

者
と

の

体の状態維持のための関わり
体のためにも体重を減らしてもらいたい

下肢の浮腫を軽減するための関わりを実施してもらいたい

できる事を大切にする 必要なことはHさんの生活に介入していくことが大切

苑での人間関係を良好に維持   他利用者さんとの関係を悪くしないための予防的な関わり

するための支援 脳梗塞の後遺症の症状もあるので、あまり深入りしない関わりがよいと思う。

家族との関わりを大切にする 家族との関わりが大切だと思う

職員との関係形成を支援する なるべく職員との外出を行いたい

カテゴリ サブカテゴリ

本人の意思を尊重する関わりをする Iさんの好きなことに取り組んでもらいたいという思い

気持ちを表出してほしい

他者との関わりの中で,ハビリに参加して維持
して1よ しい

他者との関わりの中でリハビリに参加して維持してほしい

家族との関係を維持するための支援 家族との関係を維持するための支援

失禁に対して傷つけない関わり・言い方を配
慮する

失禁に対して傷つけない関わり・言い方を配慮する

体の痛みを緩和する 足の痛みを緩和するための関わり

日常の健康管理 毎日の巡視と健康観察

主生

体活

性 の

他
者
と

の

関
わ
り

安生
心活

感 の

地域の活動を担っている市民の特養生活者に対

する理解が必要である。

2.特養で生活する高齢者のエンパワメン ト支

援に関するケアスタッフの意識

1)生活の継続性を重視 した本人の意志を尊重
tす

る

個人のエ ンパワメン ト支援のための理念や

高齢者が自ら生 きる力によって生きることを

支えるケアの理念 として自己決定,残存能力

の活用,生 活の継続性,住民第一主義等が

必要であると言 われている (星 ,2004)(小

田,1999)。 事例 1,4,6,8は 特養入居 の

意思決定を本本がしていた。また事例3,9
は 〔自分のことは自分でしたい〕と思って

いた。事例 1,2,4,5,7,9は 〔本人の意

思 (納 得)を 尊重する (大事にする)】 ,事例

5,6は 【以前の生活を大事にする】,事例

2,3,4,5,6,7,9イま【できることの維持】

が抽出された。これらの事例はすべて特養入居

前後の得点に変化はなかった。入居の自己決定

に合わせ, この 3つの共通要素は生活の継続性

を重視 した本人の意志を尊重することである。

このことがエンパワメント支援になると考えら

れた。

2)視聴覚機能を補う情報提供

特養で生活する高齢者にとって,外出は社会

参加意識を高めるために有効である (2004.鈴

木)。 事例1,4では 【外出させてあげたい】が

抽出されたが,「外出できればいいと思ってい

ます」から,実際には外出があまりできておら

ず,ほ とんど毎日施設の中で生活が完結してい

ると考えられた。事例 5か ら 【情報提供】,事
例 7か ら 【情報入手できる視覚を大切にして欲

しい】が子由出された。事例5は ,ケアスタッフ

が本人に対して地域の一員としての自覚をもっ

てもらうために,地域での出来事を伝える意識

をもっていた。事例7は聴覚障害があり,情報

が耳から入りにくいため,【視覚を大切にして

表2‐③ ケアスタッフの意識・行動要素 (事例9)
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欲 しい1と いう意識があった。外出することで

施設の外の社会に触れることは重要であるが ,

本人のニーズに沿った頻回の外出は困難な場合

が多い。そのため,社会からの情報を入手する

視聴覚機能を補うケアスタッフの意識がエンパ

ワメントを支援すると考えられた。

3)馴染みの人との関係維持と新たな人間関係

づ くり支援

事例3,5,6,7,8,で 〔家族の面会が週 1

回以上〕あった。事例3,6,8,9か ら 【家族

との会話を大切にする】,事例6か ら 〔馴染み

の人間関係を維持する関わり】,事例5か ら『定

期的な奥さんとの外出』,事例7か ら 【外泊・

外出支援】が抽出された。これらの事例はすべ

て特養入居前後での他者との関わり領域得点に

変化がなかった。事例 6では,ケアスタッフが

本人にショー トステイを利用 している馴染みの

人に会いに行 くことを勧めていた。上野 らは、

施設生活によって家族と離れているか らこそ、

その結びつきを維持する工夫が求められている

ことを強調している (上野,2006)。 これらの

ことからケアスタッフが家族と本人の関係や家

庭生活をしていた頃の馴染みの人と本人の関係

を意識した関わりがエンパワメントを支援する

と考えられた。

また,事例 3では 【他の利用者さんとの関係

を倉1る 】事例 4では 【職員とのよい関係を創る】

が抽出され, 2つの事例とも他者との関係領域

得点は維持されていた。特養で生活を始めた高

齢者は安心して自分らしく生活できるつながり

を自ら形成する力をもっている (小倉,2002)。

特養の中で新たな人間関係づくり支援も重要で

ある。

4)日 常生活の中での役割づくり

事例 3,4,5で は 〔役割をもっていただく】

が共通して抽出された。事例 3,4で はその役

割が特養内での手作業であり,事例 5では『皆

さんが集まる場であいさつをしてもらう』とい

う内容だった。しかしどちらもその意識によっ

て社会参加領域得点が維持されていなかった。

これは本人の得意な分野や趣味を生かした役割

になっていないこと,なっていてもその機会が

少ないことが要因と考えられた。また,事例9

では,地域で行われているミニデイサービス参

加を希望したが参加できず,施設内で過ごすこ

とが多 くなっていた。ケアスタッフには高齢者

と地域社会との接点をみつけ,地域社会の中に

参加できるような機会を提供することが求めら

れている (澤 田信子他,2006)(伊藤,2006)。

地域で暮らす高齢者との接点を特養の高齢者が

もつことで,地域の人にも施設がよくわか り,

地域との交流のきっかけとなる。本人の意思で

選択でき, 日常生活の中で実行できるような役

割づ くりや,地域の活動に参加 し,地域に暮ら

す人々と関係を創ることがエンパワメントに繋

がると考える。

5)看護師による疾病の管理

事例4では 【看護師の役割を果たす】が抽出

された。また,事例 1,5で 【(病状の)変化に

早く気づく】,事例7,9で 【身体の痛みを緩和

する (最小限にする)】 ,事例6で 【緊急時の支

援】が抽出され,こ れらはケアワーカーではな

く,看護師の役割と考えられた。生活の安心感

を維持するためには本人がもつ様々な障害,疾

病からくる不快感を取り除く必要性が示唆され

た。本人のもつ疾病の管理,緊急時の適切な対

応の補償意識がエンパワメント支援になると考

えられた。

Ⅵ.結 黙
肩岡

2年に渡り,社会関連性指標を用いて特養生

活を送る高齢者のエンパワメント支援のポイン

トを検討した。その結果,生活の主体性を維持

する要素として “①新たな生活への受け入れ支

援"と “②生活の継続性を重視した本人の意志

の尊重",社会への関心を維持する要素として

“③視聴覚機能を補うケア",他者とのつながり

を維持する要素として “④家族とのほどよい距

離感を感じるケア"と “⑤馴染みの人との関係

維持と新たな人間関係づくり",身近な社会参

加を維持する要素として “⑥日常的な役割づく

り",生活の安心感を維持する要素として “⑦

本人の落ち着く居場所づくり"と “③看護職に

よる疾病の管理"の 8点が明らかとなった。
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